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実施から結果の解説・活用までの実際
授業の中でVRTをどのように実施し、活用するか、具体的な流れを紹介します。

検査を実施する

結果を解説し、活用する

「職業調べ」をする

ワークの結果を活用して「職業調べ」の授業につなげることもできます。

個別に話し合う

進路相談などの個別面談で、本人のVRTの結果を参考にして、進路について話し合うこともできます。
三者面談で利用されることもあります。

▼

▼
▼
▼

▼

さらに...

VRTは個別でも集団でも実施することのできる検査ですが、
中学校では多くの場合、授業（2コマ）の中で、集団で実施・解説します。

■ 生徒全員に問題用紙と回答用紙を配付します。
■ 問題用紙の表紙に書かれた検査の目的を説明し、その後回答上の注意を説明します（約10分）。
■ A・B・Cの３つの検査を実施します（約30分）。
■ 回答用紙を回収します（約５分）。

● 回収した回答用紙を、雇用問題研究会 採点部へお送りいただきます。
● 判定に要する期間は、採点部に到着してから３～４週間程度です。

　
＊生徒が自己採点することも可能です。
　その場合は、採点（回答用紙/表面）→換算（回答用紙/裏面）→結果の整理（「結果の見方・生かし方」）
　という流れで進めます。

■ パーソナルレポートを用いて、自己理解を深めます。
■ 「結果の見方・生かし方」WORK ３のワークを行うことで、自己の興味と職業とを関連づけて考えます。

職業レディネス・テスト

全体の流れ

判定

・・・・・ ７ページ

・・・・・ ８～９ページ

・・・・・９ページ

・・・・・ ９ページ
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用紙の配付

名前の記入等

検査の説明と回答上の注意

検査の実施（約30分）

回答用紙回収・枚数確認

判定のご依頼

各生徒に問題用紙と回答用紙を配付する。
● 問題用紙 ● 回答用紙

配付した用紙と筆記用具を確認のうえ、生徒に問題用紙・回答用紙に
氏名等の必要事項を記入してもらう。
なお、「性別」欄は生徒が自認する性別に○印をつける。

１．問題用紙の表紙の「自分の進路を考えるために」（検査の説明）を読み上げる。
２．問題用紙の表紙の「始める前に」（回答上の注意）を読み上げる。

氏名欄等の記入を再度確認のうえ、回答用紙を回収し、枚数を確認する。
　・特に「性別」欄の記載を確認する。
　・問題用紙は回収せず、生徒に各自で保管、活用してもらう。

検査実施済みの回答用紙を、雇用問題研究会 採点部へ送付する。

■ 生徒が使用するもの
・シャープペンシル、または鉛筆
・消しゴム

＊集団実施の場合は、実施者が質問項目を１つずつ読みながら進めるほうが、
　生徒がそれぞれ自分で読むよりも時間管理がしやすくなります。

＊「性別」欄の該当する性別に○印が
　ついていないと判定処理ができません。

検査を実施する（約45分）１コマ目

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（54問）。

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（64問）。

説明

実施

問題用紙の「答え方」等を読み上げる。
質問項目を読み上げる（54問）。

Ａ検査

Ｂ検査

Ｃ検査

▼

▼

▼

▼
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「パーソナルレポート」の活用

左右両ページの職業例の記載は、共通している場合も、異なる
場合もあります。記載されているすべての職業を一覧し、その
中から関心のある職業を付属の「職業一覧表」から探して仕事内
容を確認します。そして、さらに職業情報を調べるなどのステッ
プに進んでください。
＊職業と関連の深い進路（職業と関連する学部等の種類）も併せ
　て確認します。

結果を解説し、活用する２コマ目

職業例

　　あなたの日常生活での興味のタイプ（右側）
日常生活での「行動」や「気持ち」から見た興味の方向を
３つのタイプ（Ｄ：情報、Ｐ：人、Ｔ：物）に分類してい
ます。
興味の方向はどのタイプに向かっているのか、またその
興味が生かせそうな職業について確認します（Ｂ検査の
結果）。

Ⅱ　　あなたの職業への興味と自信（左側）
職業の世界を６つのタイプ（R・I・A・S・E・C）に分類
しています。生徒は、その中のどのタイプへの興味があ
るのか、その興味が生かせそうな職業について確認しま
す（Ａ検査の結果）。
また、６つのタイプのどのタイプへの自信があるのかを
確認します（Ｃ検査の結果）。
VRTの結果で高く出ている興味や自信が、日常生活の
中でどのように生かされているかを振り返るワークを行
うのもよいでしょう。

Ⅰ
　▼　 　▼　

▼職業一覧表
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「結果の見方・生かし方」WORK ３の実施

進路相談などの個別面談で、本人のVRTの結果を参考にして進路について話し合うこともできます。
生徒がどのように結果を理解しているかを把握し、本人が曲解・誤解をしないよう注意しましょう。
生徒の希望や能力・性格・価値観、学業の状況等を幅広く考え併せながら、生徒が自ら進路選択していけるようサポー
トします。

ＷORK ３「My 職業リスト」に記入した職業について調べ、進路や職業を選ぶときのヒントとして活用できます。
なりたい職業がある場合は、それも併せて調べます。

　■ なりたい職業があり、VRTの結果にその職業が出てこなくても、それだけで希望を変える必要はありません。
　　「My 職業リスト」に記入した職業と併せて、視野を広げた上で職業について調べ、あらためて将来の職業に
　　ついて考えていくことが大切です。　

● 調べる内容…仕事内容、必要な能力や資格、どうしたらなれるのか、やりがい、大変なことなど
● 調べる方法…Webサイト、社会人の話、本、テレビ番組など

　■ 進路選択にあたり、興味は１つの大きな手がかりになりますが、最終的には本人自身の能力・性格・価値観など、
　　総合的に検討することが大切です。

興味を生かすことのできる職業例は「パーソナルレポート」にも記載していますが、数が少なく、自分の興味が強い
タイプのみとなっています。一方、「結果の見方・生かし方」WORK ３には数多くの職業例が記載され、職業の世界
を体系的に理解することができます。

３コマ目 「職業調べ」をする

個別面談 個別に話し合う

＊生徒が「My職業リスト」に記入した職業を、直ちに本人の適職と解釈することはできません。
　記入した職業について調べ、今後の進路を検討するための職業探索の入り口として活用します。
　「職場体験」の際の職業選びの参考にすることもできます。

仕事と職業の六角形
Ｒ・Ｉ・Ａ・Ｓ・Ｅ・Ｃそれぞれの興
味が生かせそうな職業の例を、
タイプ別に記載（計150個）。
Ａ検査で１位のタイプに記載の
職業より、関心のあるものをす
べて選ぶ。

１

基礎的志向性と関連する職業
Ｄ・Ｐ・Ｔそれぞれの興味が生かせそうな
職業の例を、タイプ別に記載（計150個）。
Ｂ検査で１位のタイプに記載の職業よ
り、関心のあるものをすべて選ぶ。

２

My職業リスト
①②両方で選択した職業を書く。
また、どちらかで選んだ職業のうち、
気になる職業も書く。

３




